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１．平成 28 年 3月期第 3四半期の連結業績（平成 27 年 4月 1日～平成 27年 12 月 31日） 
(1)連結経営成績(累計)                                    (％表示は、対前年同四半期増減率) 

 経常収益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年 3月期第 3四半期 9,690 △1.2 1,835 △19.6 1,234 △25.2 

27年 3月期第 3四半期 9,811 0.0 2,283 9.8 1,651 18.2 

（注）包括利益    28年 3月期第 3四半期 992百万円（△72.2％）  27年 3月期第 3四半期 3,576百万円（231.4％） 

 

 
１株当たり四半期純利益 

潜在株式調整後 

1株当たり四半期純利益 

 円 銭 円 銭 

28年 3月期第 3四半期 363 62  ─  

27年 3月期第 3四半期 486 59  ─  

 
(2)連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 

 百万円 百万円 ％ 

28年 3月期第 3四半期 727,235 40,510 5.5 

27年 3月期 671,304 39,740 5.9 

（参考） 自己資本   28年 3月期第 3四半期 40,492百万円    27年 3月期 39,719百万円 

（注）「自己資本比率」は、(期末純資産の部合計－期末非支配株主持分)を期末資産の部合計で除して算出しております。 

      なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第 1四半期末 第 2四半期末 第 3四半期末 期 末 合 計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年 3月期 ─  25.00 ─  40.00 65.00 

28年 3月期 ─  25.00 ─    

28年 3月期(予想)    25.00 50.00 

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成 28 年 3月期の連結業績予想（平成 27年 4月 1日～平成 28年 3月 31日） 

  (％表示は、通期は対前期増減率) 

 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 
１株当たり当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通  期 2,000 △34.0 1,300 △37.7 383 01 

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

http://www.kaiho-bank.co.jp/


  

※ 注記事項 

（1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ：無 

（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 

（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：有 

 ② ①以外の会計方針の変更 ：無 

 ③ 会計上の見積りの変更 ：無 

 ④ 修正再表示 ：無 

（詳細は、添付資料 P.2「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。） 

（4）発行済株式数（普通株式） 

 ① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 28年 3月期第 3Ｑ 3,400,000株 27年 3月期 3,400,000株 

 ② 期末自己株式数 28年 3月期第 3Ｑ 6,063株 27年 3月期 5,834株 

 ③ 期中平均株式数(四半期累計) 28年 3月期第 3Ｑ 3,394,100株 27年 3月期第 3Ｑ 3,394,369株 

 
 
 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の

開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間（自平成 27年４月１日 至平成 27年 12月 31日）の経営成績について、経常収益は、

貸出金利息や国債等債券売却益は増加しましたが、貸倒引当金戻入益の減少などにより、前第３四半期連結累計期間

比 1億 20百万円減少の 96億 90百万円となりました。一方、経常費用は、新本店ビル建設関連費用などが増加したこ

とにより、前第３四半期連結累計期間比 3億 27百万円増加の 78億 55百万円となりました。 

この結果、経常利益は、前第３四半期連結累計期間比 4億 47百万円減少の 18億 35百万円、親会社株主に帰属する

四半期純利益は、前第３四半期連結累計期間比 4億 17百万円減少の 12億 34百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末（平成 27年 12月 31日）における財政状態について、総資産は、前連結会計年度末比

559億 31百万円増加の 7,272億 35百万円、純資産は、前連結会計年度末比 7億 70百万円増加の 405億 10百万円とな

りました。 

主要勘定としては、預金は、個人預金及び法人預金の増加により、前連結会計年度末比 561億 95百万円増加の 6,808

億 94百万円となりました。 

貸出金は、事業性貸出、消費者ローンの増加により、前連結会計年度末比 242億 17百万円増加の 4,442億 98百万

円となりました。 

有価証券は、国債など債券を中心とした運用残高が減少したことなどから、前連結会計年度末比 64億 78百万円減

少の 1,899億 34百万円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 28年 3月期通期の連結業績予想は、平成 27年 5月 12日に公表した数値から変更ありません。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計基準等の改正に伴う会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下、「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下、「連結会計基準」という。）及

び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下、「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当行の持分変動による差額を

資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更してお

ります。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による

取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更

いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行ってお

ります。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び

事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 
（単位：百万円） 

 
前連結会計年度 当第３四半期連結会計期間 

(平成27年3月31日) （平成27年12月31日） 

資産の部   

現金預け金 44,145 81,399 

コールローン及び買入手形 138 250 

有価証券 196,413 189,934 

貸出金 420,080 444,298 

外国為替 1,455 769 

その他資産 2,231 2,406 

有形固定資産 8,554 9,703 

無形固定資産 594 743 

繰延税金資産 4 4 

支払承諾見返 706 718 

貸倒引当金 △3,020 △2,994 

資産の部合計 671,304 727,235 

負債の部   

預金 624,699 680,894 

借用金 1,900 900 

その他負債 1,704 2,070 

賞与引当金 459 190 

退職給付に係る負債 685 573 

役員退職慰労引当金 141 116 

睡眠預金払戻損失引当金 44 38 

利息返還損失引当金 11 11 

偶発損失引当金 131 95 

繰延税金負債 1,079 1,114 

支払承諾 706 718 

負債の部合計 631,564 686,724 

純資産の部   

資本金 4,537 4,537 

資本剰余金 3,219 3,219 

利益剰余金 26,578 27,592 

自己株式 △20 △21 

株主資本合計 34,314 35,327 

その他有価証券評価差額金 5,151 4,924 

退職給付に係る調整累計額 253 239 

その他の包括利益累計額合計 5,404 5,164 

非支配株主持分 20 18 

純資産の部合計 39,740 40,510 

負債及び純資産の部合計 671,304 727,235 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 
（単位：百万円） 

 

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 

  （自 平成26年４月１日 

   至 平成26年12月31日） 
  （自 平成27年４月１日 

   至 平成27年12月31日） 

経常収益 9,811 9,690 

資金運用収益 7,981 8,084 

（うち貸出金利息） 6,966 7,059 

（うち有価証券利息配当金） 982 996 

役務取引等収益 1,105 1,060 

その他業務収益 266 395 

その他経常収益 458 150 

経常費用 7,527 7,855 

資金調達費用 453 487 

（うち預金利息） 452 486 

役務取引等費用 675 729 

その他業務費用 1 6 

営業経費 6,282 6,527 

その他経常費用 114 104 

経常利益 2,283 1,835 

特別利益 1 － 

固定資産処分益 1 － 

特別損失 0 1 

固定資産処分損 0 0 

減損損失 － 0 

税金等調整前四半期純利益 2,284 1,834 

法人税、住民税及び事業税 511 460 

法人税等調整額 123 142 

法人税等合計 634 602 

四半期純利益 1,650 1,231 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1 △2 

 
親会社株主に帰属する四半期純利益 1,651 1,234 
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 
（単位：百万円） 

 

前第３四半期連結累計期間 当第３四半期連結累計期間 

  （自 平成26年４月１日 

   至 平成26年12月31日） 
  （自 平成27年４月１日 

   至 平成27年12月31日） 

四半期純利益 1,650 1,231 

その他の包括利益 1,926 △239 

その他有価証券評価差額金 1,914 △226 

退職給付に係る調整額 11 △13 

四半期包括利益 3,576 992 

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,578 994 

非支配株主に係る四半期包括利益 △1 △2 

 

 

 

 

 

 

（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
 

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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４．補足情報 

 当行の平成 28年 3月期第 3四半期決算の概要は以下のとおりであります。 

（１）平成 28年 3 月期 第 3四半期損益の概況 【単体】 

 

 

 

 

 

（単位：百万円） 

科    目 
平成28年3月期 
第3四半期 
（9ヶ月間） 

 
対前年 

同四半期比 
 

平成27年3月期 
第3四半期 
（9ヶ月間） 

 
平成28年3月期 
通期予想値 

経常収益  9,638  △137  9,775   

業務粗利益  8,263  79  8,184   

 

資金利益  7,597  17  7,580   

役務取引等利益  277  △62  339   

その他業務利益  388  123  265   

経費（除く臨時処理分）  6,505  319  6,186   

 

人件費  3,496  56  3,440   

物件費  2,474  46  2,428   

税金  535  217  318   

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）  1,757  △241  1,998  2,300 

 コア業務純益（注）  1,423  △385  1,808   

一般貸倒引当金繰入額 ① －  －  －   

業務純益  1,757  △241  1,998  2,300 

 うち国債等債券損益（５勘定尻）  334  145  189   

臨時損益  90  △252  342   

 株式等損益（３勘定尻）  51  △17  68   

 不良債権処理額 ② 39  △11  50   

  個別貸倒引当金繰入額  －  －  －   

  その他  39  △11  50   

 貸倒引当金戻入益（注） ③ 26  △205  231   

 償却債権取立益 ④ 2  1  1   

 偶発損失引当金戻入益 ⑤ 35  25  10   

 その他臨時損益  13  △67  80   

経常利益  1,848  △493  2,341  2,000 

特別損益  △0  △1  1   

 固定資産処分損益  △0  △1  1   

 減損損失  0  0  －   

税引前四半期純利益  1,848  △494  2,342   

法人税、住民税及び事業税  459  △51  510   

法人税等調整額  142  13  129   

法人税等合計  602  △38  640   

四半期（当期）純利益  1,245  △456  1,701  1,300 

（ご参考）         

与信関係費用（①＋②－③－④－⑤）  △25  168  △193   

(注)１.「コア業務純益」は、一般貸倒引当金繰入額および国債等債券損益（5勘定尻）を除く業務純益。 

  ２.貸倒引当金戻入益の内訳：一般貸倒引当金繰入額 46百万円、個別貸倒引当金繰入額△73百万円 

コア業務純益は、貸出金利息の増加により資金利益は増加しましたが、新本店ビル建設関連費用等が

増加したことなどから、前年同期比 3億 85百万円減少の 14億 23百万円となりました。 

経常利益は、貸倒引当金戻入益の減少等により経常収益が減少したほか、税金等の経費も増加したこ

となどから、前年同期比 4億 93百万円減少の 18億 48百万円となりました。 
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（２）金融再生法ベースのカテゴリーによる開示 

  金融再生法に基づく開示債権（単体）は、前年同期比 10億 68百万円減少の 79億 28百万円となりました。開示債権

比率は前年同期比 0.47ポイント低下の 1.77％となりました。 
 
①単体 （単位：百万円）  (参考) （単位：百万円） 

 平成 27年 12月末 平成 26年 12月末  平成 27年 3月末 

破 産 更 生 債 権 及 び 
こ れ ら に 準 ず る 債 権 

1,506 2,325  1,485 

危 険 債 権 4,080 4,549  4,827 

要 管 理 債 権 2,341 2,121  1,685 

合     計 
7,928 

(1.77%) 
8,996 

(2.24%) 
 

7,998 
(1.89%) 

 

②連結 （単位：百万円）  (参考) （単位：百万円） 

 平成 27年 12月末 平成 26年 12月末  平成 27年 3月末 

破 産 更 生 債 権 及 び 
こ れ ら に 準 ず る 債 権 1,506 2,325  1,485 

危 険 債 権 4,080 4,549  4,827 

要 管 理 債 権 2,341 2,121  1,685 

合     計 
7,928 

(1.77%) 
8,996 

(2.24%) 
 

7,998 
(1.89%) 

（注）上記の計数は、当行の定める自己査定基準に基づき、債務者区分の判定を行った結果を、「金融機能の再生のための緊急措置に関

する法律施行規則」第４条に規定する各債権のカテゴリーにより分類しております。 

 

 

 

（３）自己資本比率（国内基準） 

①単体  （参考） 

 平成 28年 3月末（予想値）  平成 27年 3月末 

自 己 資 本 比 率  9％程度  9.32％ 

 
②連結  （参考） 

 平成 28年 3月末（予想値）  平成 27年 3月末 

自 己 資 本 比 率  9％程度  9.34％ 

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。 

金融再生法開示債権（単体）の推移
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（４）時価のある有価証券の評価差額 【連結】 

（単位：百万円）  (参考) （単位：百万円） 

 
平成 27年 12月末 平成 26年 12月末  平成 27年 3月末 

時価 評価差額 時価 評価差額  時価 評価差額 

その他有価証券 188,729 7,114 194,206 7,109  195,212 7,439 

 株 式 3,883 1,181 3,322 654  3,728 1,057 

 債 券 167,971 2,606 174,474 3,028  174,637 2,415 

 そ の 他 16,874 3,326 16,409 3,427  16,846 3,965 

（注）１．「評価差額」は、各四半期末の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）と時価との差額を計上しております。 

２．満期保有目的の債券は保有しておりません。 

 
 
 
 
（５）預金・貸出金・預かり資産の状況 【単体】 

 

①預金 

公金預金は減少したものの、個人預金及び法人預金の増加により、前年同期比 812億 22百万円増加の 6,809億 90百

万円となりました。平均残高は 210億 7百万円増加の 6,120億 24百万円となりました。 
 

（単位：百万円）  (参考) （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

 

27年 12月末 
   

26年 12月末 27年 3月末 
 26年 12月末比 27年 3月末比  

預 金（末残） 680,990 81,222 56,193  599,768 624,797 

 うち個人預金 403,769 12,353 13,020  391,416 390,749 

預 金（平残） 612,024 21,007 21,074  591,017 590,950 

 

預金（末残）の推移
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②貸出金 

不動産業や医療・福祉分野を中心に事業性貸出が増加したほか、消費者ローンも好調に推移したことなどから、前年

同期比 455億 66百万円増加の 4,442億 98百万円となりました。平均残高は 193億 77百万円増加の 4,043億 17百万円

となりました。 
 

(単位：百万円)  (参考) （単位：百万円） 

 
27年 12月末 

   

 

 

26年 12月末 27年 3月末 
 26年 12月末比 27年 3月末比  

貸 出 金（末残） 444,298 45,566 24,188  398,732 420,110 

 うち消費者ローン 90,777 3,302 2,259  87,475 88,518 

  住宅ローン 70,898 821 503  70,077 70,395 

貸 出 金（平残） 404,317 19,377 15,927  384,940 388,390 

 

③預かり資産（末残） 

生命保険残高は、定額個人年金や終身保険販売が好調に推移したものの、投資信託残高及び国債残高は、市況の悪化

や利回りの低下などにより減少したことから、前年同期比 26億 54百万円減少の 447億 5百万円となりました。 
 

(単位：百万円)  (参考) （単位：百万円） 

 
27年 12月末 

   
26年 12月末 27年 3月末 

 26年 12月末比 27年 3月末比  

国     債 1,611 △919 △763  2,530 2,374 

生 命 保 険 19,937 789 985  19,148 18,952 

投  資  信  託 23,157 △2,523 △2,313  25,680 25,470 

合     計 44,705 △2,654 △2,092  47,359 46,797 
 

預かり資産（末残）の推移
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